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赤土山の電波解消は

保池穂好議員

赤土山線の計画は

肥後充浩議員

宇検村長選挙への出馬は

海原隆家議員

　
　

　令和 4年 5月２０日（金 ）田検中学校から 2名の生徒が宇検村役場議会事務局に職場

体験に来ました。事務局の仕事の内容、模擬議会を実施しました。

☆模擬議会質問内容☆

・屋内運動場の整備

・コンビニの誘致
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（
肥
後
）　

二
酸
化
炭
素
の
削
減

計
画
等
は
無
い
の
か
。

（
村
長
）　

二
酸
化
炭
素
吸
収
と

な
る
緑
化
の
推
進
、
太
陽
光
発

電
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
努
め
る
事
を
目
標
に
し

て
い
る
。

（
肥
後
）　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

が
令
和
３
年
度
に
出
来
る
と
聞

い
た
が
。

（
企
観
課
長
）　

計
画
の
中
で
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し

て
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
手
段

と
な
り
得
る
計
画
は
あ
る
。

（
肥
後
）　

バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電

計
画
、
研
究
は
１
年
経
っ
て
い

る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
企
観
課
長
）　

膨
大
な
費
用
が

掛
か
る
の
で
、
官
民
一
体
で
国

の
補
助
を
頂
き
な
が
ら
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
計
画
書
を
立
て

て
申
請
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

現
在
の
運
営
状
況
は
。

（
村
長
）　

基
金
と
し
て
金
融
機

関
に
貯
蓄
し
、
教
育
委
員
会
に

て
事
業
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

（
肥
後
）　

現
在
の
返
済
状
況
、

又
、
滞
納
状
況
は
。

（
村
長
）　

令
和
４
年
５
月
現
在

奨
学
金
の
償
還
が
１
年
以
上
の

滞
納
者
は
18
名
。

（
肥
後
）　

昨
年
は
滞
納
額
が

１
３
７
０
万
円
だ
が
、
今
年
度

の
滞
納
額
は
。

（
教
委
局
長
）
９
４
１
万
１
千
円

で
あ
る
。

（
肥
後
）　

特
に
長
期
滞
納
者
の

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
、
旅
費

を
使
っ
て
で
も
返
済
を
促
す
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。
（
要
望
）

（
肥
後
）
社
会
教
育
、
文
化
事
業

の
全
国
大
会
等
へ
の
補
助
は
考

え
て
い
な
い
か
。

（
教
育
長
）　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
に

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
が
、

文
化
・
芸
能
関
係
に
は
な
い
の

で
、
今
後
策
定
を
検
討
し
て
行

く
。

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い
き
た

い
。

（
肥
後
）　

新
ル
ー
ト
の
計
画
は
。

（
村
長
）　

第
１
種
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
て
、
環
境
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、
工
法
及
び
ル

ー
ト
を
検
討
し
て
い
る
と
、
県

よ
り
聞
い
て
い
る
。

（
肥
後
）　

新
ル
ー
ト
の
計
画
は

村
の
計
画
か
、
県
の
計
画
か
。

（
建
設
課
長
）　

村
と
し
て
は
提

出
し
て
い
な
い
。

（
肥
後
）　

村
の
方
針
が
決
ま
れ

ば
、
協
議
会
的
な
も
の
な
ど
を

作
り
、
村
民
全
体
の
願
い
で
す

の
で
、
早
期
実
現
で
き
る
様
に

努
力
を
お
願
い
し
た
い
。（
要
望
） 

（
肥
後
）　

令
和
３
年
度
よ
り
財

団
法
人
か
ら
村
振
興
育
英
基
金

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

（
肥
後
）　

村
民
が
安
心
安
全
な

住
民
生
活
を
送
る
た
め
に
、
熱

望
し
て
い
る
湯
湾
新
村
線
の
改

良
及
び
新
規
路
線
に
つ
い
て
、

国
や
県
へ
の
要
望
は
ど
の
様
な

形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
村
長
）　

令
和
２
年
１
月
28
日

付
で
、
「
湯
湾
新
村
線
の
早
期
完

成
期
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
趣

旨
や
理
由
を
付
け
て
、
村
長
名
、

村
議
会
議
長
名
で
鹿
児
島
県
土

木
部
長
宛
て
に
提
出
し
て
い
る
。

（
肥
後
）　

令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

（
村
長
）　

知
事
、
副
知
事
に
は

行
っ
て
い
な
い
。
要
望
書
と
い

う
形
で
知
事
、
副
知
事
等
に
も

　
　
　
　

／
県
知
事
に
要
望
し
て
く

／
県
知
事
に
要
望
し
て
く

肥後　充浩  議員

（
肥
後
）　

梅
雨
に
入
り
、
こ
れ

か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

が
、
様
々
な
気
象
現
象
の
予
防

対
策
と
し
て
防
災
災
害
対
策
の

点
検
は
行
っ
た
か
。

（
村
長
）　

山
腹
崩
壊
危
険
地
区

30
箇
所
、
地
す
べ
り
危
険
地
区

３
箇
所
、
崩
壊
土
砂
危
険
地
区

20
箇
所
、
急
傾
斜
危
険
地
区
29

箇
所
の
点
検
を
行
っ
た
。

（
肥
後
）　

防
災
は
役
場
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
現
地

を
集
落
の
方
々
と
見
て
回
る
形

を
作
っ
て
、
認
識
を
す
る
の
が

良
い
方
法
だ
と
思
う
。
又
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
変
更
更
新
は

い
つ
頃
か
。

（
総
務
課
長
）　

集
落
全
体
の
写

真
の
中
に
危
険
地
区
や
、
津
波

浸
水
の
想
定
、
標
高
な
ど
も
調

べ
て
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
、

今
年
度
中
で
取
り
か
か
り
、
来

年
度
に
向
け
て
配
る
計
画
。

赤
土
山
線
の
計
画
は

赤
土
山
線
の
計
画
は

  

村
育
英
基
金
の
運
営
状
況
は

村
育
英
基
金
の
運
営
状
況
は

  　

防
災
・
災
害
対
策
は

　

防
災
・
災
害
対
策
は

な
社
会
に
お
け
る
公
務
の
在
り

方
、
よ
り
幅
の
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
心
掛
け
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

重
点
振
興
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
さ
ら
な
る
生
産
意

欲
の
向
上
に
努
め
る
。
課
題
と

し
て
は
、
味
の
評
価
は
高
い
も

の
の
、
生
産
量
が
少
な
く
個
人

販
売
の
域
を
超
え
て
い
な
い
。

今
後
は
、
今
年
度
か
ら
体
制
を

大
き
く
見
直
し
た
元
気
の
出
る

公
社
の
機
動
力
を
最
大
限
に
生

か
し
、
農
作
物
の
生
産
量
拡
大

を
図
る
。

水
産
業
振
興
に
つ
い
て

　

養
殖
業
が
重
要
な
雇
用
創
出

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
課
題
は
、

新
た
な
養
殖
業
へ
の
生
産
体
制

へ
の
支
援
及
び
台
風
時
期
の
出

荷
や
保
管
に
つ
い
て
の
検
討
。

と
つ
な
ぐ
た
め
に
責
任
を
果
た

し
、
村
民
の
皆
様
へ
の
恩
返
し

を
す
る
覚
悟
で
、
次
期
村
長
選

挙
へ
出
馬
す
る
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
し
た
。　

（
海
原
）　

村
長
か
ら
と
て
も
力

強
い
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
検
村
に
関
わ
る
全
て
の
人
が

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に

村
長
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
エ
ー
ル
を
送
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

（
海
原
）　

施
政
方
針
の
主
な
施

策
７
項
目
の
進
捗
と
課
題
は
。

（
村
長
）　

行
政
改
革
に
つ
い
て

　

職
員
の
研
修
に
力
を
入
れ
、

業
務
の
的
確
で
迅
速
な
執
行
に

努
め
て
い
る
。
課
題
は
、
多
様

(

海
原
） 

来
年
１
月
に
任
期
満
了

に
伴
う
宇
検
村
長
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
馬
の
意

向
は
、
ま
た
出
馬
す
る
と
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ

て
出
馬
す
る
の
か
。

（
村
長
）　

就
任
以
来
、
職
員
と

共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
約
実

現
へ
、
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
様
々
な
課
題
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
私
が
責
任
を
も
っ

て
解
決
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
、

公
約
実
現
は
も
と
よ
り
、
さ
ら

な
る
宇
検
村
の
振
興
発
展
を
目

指
し
、
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り

　
　
　
　

／
覚
悟
を
も
っ
て
出
馬
を
決
意

／
覚
悟
を
も
っ
て
出
馬
を
決
意

海原　隆家   議員

　

宇
検
村
長
選
挙
へ
の
出
馬
は

　

宇
検
村
長
選
挙
へ
の
出
馬
は

保
健
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　

診
療
所
の
建
設
を
今
年
度
実

施
設
計
、
６
年
度
竣
工
を
予
定
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

　

ケ
ン
ム
ン
の
館
が
活
躍
で
き

る
よ
う
支
援
し
、
農
林
水
産
業
、

観
光
業
者
の
所
得
向
上
そ
し
て
、

宇
検
村
に
あ
っ
た
息
の
長
い
観

光
発
展
を
願
う
。

消
防
防
災
に
つ
い
て

　

消
防
機
能
の
維
持
、
消
防
団

員
の
確
保
で
充
実
し
た
消
防
体

制
を
整
え
る
。
防
災
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
体
制
の
充
実
を
図

っ
た
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

教
育
行
政
の
取
り
組
み
は
概

ね
順
調
。
今
年
度
は
、
学
校
に

お
け
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
計
画
。

施
政
方
針
の
進
捗
と
課
題
は

施
政
方
針
の
進
捗
と
課
題
は

  

二
酸
化
炭
素
削
減
の
計
画
は

二
酸
化
炭
素
削
減
の
計
画
は

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会

電話：67-2211　　メール：gikaijimukyoku@uken.net

議会だよりは定例会ごとに年４回発行し、各世帯に配布しています。内容については、定例会の概

要や一般質問の要旨等を掲載していきます。今後も「分かりやすく・親しみやすい」議会だよりの

作成を目指し取り組んでいきます！！宇検村ホームページにも掲載していますので是非ご覧くださ

い。（令和 2年分から）

皆様からのご意見をお待ちしております☆

議会だよりについてご意見をお聞かせください
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（
総
務
課
長
）　

携
帯
会
社
が
設

置
す
る
の
が
一
番
だ
と
考
え
る

が
、
事
業
主
体
が
宇
検
村
と
な

る
た
め
話
を
進
め
て
い
な
い
。

（
保
池
）　

事
業
主
体
が
村
で
維

持
費
が
心
配
な
の
は
わ
か
っ
た

が
、
近
隣
市
町
村
で
は
交
渉
し
、

携
帯
会
社
が
負
担
す
る
と
い
う

契
約
を
し
て
い
る
が
。

（
総
務
課
長
）　

と
に
か
く
県
に

あ
げ
る
前
に
携
帯
会
社
と
話
を

し
な
い
と
い
け
な
い
。

（
保
池
）　

事
業
費
が
１
億
円

か
か
っ
た
と
し
て
、
国
が
訳

６
６
０
０
万
円
、
県
が
約
13
％

で
す
が
上
限
が
８
０
０
万
円
、

市
町
村
が
約
２
６
０
０
万
円
、

過
疎
債
、
辺
地
債
等
を
当
て
る

と
村
の
負
担
は
大
分
軽
減
さ
れ

る
の
で
は
。

（
総
務
課
長
）　

新
し
い
事
業
を

見
つ
け
て
進
め
て
行
き
た
い
。

（
保
池
）　

基
地
局
、
電
波
塔
が

い
く
つ
必
要
で
い
く
ら
か
か
る

の
か
調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
要
望
）

何
カ
所
あ
り
、
場
所
は
ど
こ
か
。

（
総
務
課
長
）　

皆
さ
ん
ご
存
じ

の
赤
土
山
、
石
良
か
ら
下
田
、

芦
検
今
里
線
、
拓
洋
さ
ん
か
ら

芦
検
に
２
０
０
ｍ
ほ
ど
。

（
保
池
）　

生
勝
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
て
桁
倉
か
ら
拓
洋
さ
ん
、
宇

検
養
殖
さ
ん
か
ら
船
越
海
岸
も

通
じ
に
く
い
の
で
併
せ
て
認
識

て
い
た
だ
き
た
い
。
津
波
の
対

策
会
議
で
も
携
帯
電
波
に
対
し

て
の
要
望
は
挙
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
集
落
か
ら

挙
が
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）　

田
検
校
区
が
主

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
保
池
）　

私
の
聞
き
取
り
に
よ

り
ま
す
と
、
湯
湾
、
石
良
、
芦

検
か
ら
声
が
挙
が
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
携
帯
電
波
塔
の
エ

リ
ア
整
備
事
業
を
使
っ
て
基
地

局
整
備
で
き
な
い
か
。

（
保
池
）　

赤
土
山
等
の
携
帯
電

波
不
感
地
域
に
対
す
る
取
り
組

み
状
況
は
。

（
村
長
）　

平
成
30
年
２
月
に
株

式
会
社
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
九
州
に
要

望
。

（
保
池
）　

村
民
は
も
と
よ
り
観

光
客
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の

要
望
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
村
当
局
の
認
識
は
。

（
総
務
課
長
）　

村
民
か
ら
の
要

望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
携
帯

会
社
に
要
望
し
て
い
る
。
そ
の

あ
と
世
界
自
然
遺
産
に
向
け
て

い
る
中
で
村
民
の
声
が
さ
ら
に

上
が
っ
て
き
た
。

（
保
池
）　

不
感
地
域
は
村
内
で

　
　
　
　

／／
情
報
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

情
報
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

保池　穂好   議員

（
保
池
）　

林
業
の
担
い
手
確
保

育
成
総
合
対
策
事
業
、
か
ご
ん

ま
漁
師
育
成
推
進
事
業
を
使
っ

て
活
性
化
で
き
な
い
か
。

（
産
振
課
長
）　

生
産
向
上
に
伴

い
要
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。
漁
協
の
方
に

は
話
を
し
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
要
望
は
上
が
っ
て
来

て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言

　

を
さ
れ
た
が
、
今
後
の
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル
は
。

・
宇
検
市
場
の
活
用
方
法
は

・
本
村
の
教
員
住
宅
の
入
居
状
況

　

は
。

　

農
林
水
産
業
担
い
手
作
り
は

　

農
林
水
産
業
担
い
手
作
り
は

　令和 3年度補正予算

令和４年度補正予算

条　　　　例

　そ　の　他

専決処分

・一般会計

・国保事業特別会計

・国保施設事業特別会計

・簡易水道事業特別会計

・農業集落排水事業特別会計

・漁業集落排水事業特別会計

・介護保険事業特別会計

・後期高齢者事業特別会計

・一般会計

・国保事業特別会計

・国保施設事業特別会計

・簡易水道事業特別会計

・介護保険事業特別会計

・後期高齢者医療事業特別会計

・宇検村職員の給与に関する条例の一部を

　改正する条例

・宇検村特別職の職員の給与等に関する条

　例の一部を改正する条例

専決処分

・宇検村公益的法人等への一般職の職員の

　派遣等に関する条例の制定

・宇検村課設置条例の一部を改正する条例

・宇検村手数料徴収条例の一部を改正する

　条例

・宇検辺地総合整備計画の一部変更に

　ついて

総務管理費総務管理費

2,100万円2,100万円

総務管理費総務管理費
新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金事業
（地域商品券事業補助金）

2,200万円2,200万円

工 事 請 負 費
芦 検 公 民 館 改 修 工 事

一般会計「主な補正予算」一般会計「主な補正予算」

・宇検村固定資産評価審査委員会

 委員の選任について

　重山　豊親　氏（須古）　　同意

・宇検村監査委員の選任について

　本田　清孝　氏（田検）　　同意

　同　　　意

赤
土
山
の
電
波
解
消
は

赤
土
山
の
電
波
解
消
は

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。 ぜひ、 傍聴においでください。

○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。

　　　※感染症対策のため席数を制限する場合があります。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 感染症予防のためマスクの着用をお願いします。

○ 第3回定例会は、 9月中旬を予定しております。  



【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

保
池　

穂
好

■発行／宇検村議会　Tel:0997-67-2211

E-mail ／ gikaijimukyoku@uken.net

編

集

後

記

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

杉
浦　

治
俊

委　
　

員　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫
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第 6 ３回 奄美群島市町村議会議員大会第 6 ３回 奄美群島市町村議会議員大会
in 奄美市in 奄美市

　令和 4年 5月 10 日奄美市にて第 63 回奄美群島市町村議会議員大会が開催され、5件の

提出議題の採択と県議会議員の県政報告が行われました。自治功労者表彰では、喜島議員

吉永議員の 2名が表彰を受けました。

南部 3町村提出の提案事項：国道 58号（奄美市住用町役勝～網野子トンネル起点間，勝浦～

阿木名間のトンネル化）の改良促進について

　国道５８号は，奄美大島北部の奄美市笠利町から南部の瀬戸内町まで大島本島を南北に縦断する基

幹道路であり，網野子トンネルが平成２７年３月２２日に供用開始となり，住民の利便性が大きく改

善され，交通事情も格段に向上した事により，本島内の交流人口や物流が増加しているところであり

ます。一方，奄美市住用町役勝から網野子トンネル起点までの区間は，急勾配で変則的なカーブの連

続であることから通行に支障を来たし，以前には交通死亡事故も発生しております。本町ではクロマ

グロをはじめとする養殖産業も盛んに行われていますが，搬送用の大型トレーラーと対向車が離合す

る際に危険との指摘もあり，早急なる道路改築が望まれています。令和元年から事業に着手し，道路

測量設計等を実施しておりますが，改良工事に関しましても早期に着手されますよう要望いたします。

　また，勝浦～阿木名の区間は太平洋を臨む伊須湾に面し，台風接近や荒天時には荒波と化し，阿木

名小中学校の通学路となっている歩道は，石混じりの高波を被り，大変危険な中で通学しています。

さらに，背後は断崖絶壁で崩壊が度々発生している現状でもあり，通学する子ども達はもとより，通

行する住民と車両の安全性の確保・防災対策の観点からもトンネル化の整備を急ぐ必要があります。

昨年の７月２６日に，念願だった世界自然遺産に登録された事により，今後の観光客・交流人口・定

住人口の増加に期待をしているところです。国道５８号は本島物流の大動脈であり，地域の活性化を

図るうえでこの２区間の整備が喫緊の課題となっております。道路の整備は，生活道路はもとより，

地域の産業・経済・観光・防災とあらゆる分野に直結する最も重要な施策の一つであります。

　何卒，本路線の実情を御賢察の上，国道５８号の改良促進を早急に実施して頂くよう強く要望いた

します。

▲喜島・吉永議員表彰の様子▲ ▲禧久県議

　

い
ん
ぐ
ゎ
ぬ
く
ゎ
（
男
の
子
）

　

う
な
ぐ
ぬ
く
ゎ
（
女
の
子
）

　

突
然
５
歳
の
息
子
が
発
し
た
言

葉
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

祖
父
母
が
居
た
頃
は
日
常
的
に
聞

い
て
い
た
方
言
。
今
で
は
使
お
う

と
思
わ
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
言

葉
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
伝
わ
ら
な

い
言
葉
に
な
る
時
代
が
や
っ
て
く

る
。
常
に
変
化
を
求
め
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
は
も
ち

ろ
ん
大
事
な
事
だ
が
、
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
言
葉
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

　

猛
暑
が
続
き
ま
す
。
皆
様
ど
う

か
熱
中
症
に
お
気
を
付
け
下
さ
い

ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　

楠
田　

綾
香


